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〜
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付
　
王
子
「
北
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ぴ
あ
」�

◎  

第
二
六
回
新
春
団
結
マ
ラ
ソ
ン
大
会
　
◎  

第
二
五
回
ス
キ
ー
大
会�

　
　
　
一
月
一
五
日
（
土
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

二
月
二
三
日
（
水
）・
二
四
（
木
）�

　
　
　
　
一
〇
時
〜
受
付
　
皇
居
一
周
・
二
周
　
　
　
　
　
　
一
一
時
〜
受
付
　
湯
沢
パ
ー
ク
ス
キ
ー
場�

日
以
降
順
次
、
鶴
見
駅
に
復
帰
し
ま
し
た
。

地
方
本
部
は
、
こ
れ
ら
の
闘
い
の
成
果
と
前
進
面

を
全
組
合
員
の
も
の
と
し
て
共
有
し
、
組
織
強
化
・

拡
大
運
動
に
全
組
織
を
あ
げ
て
取
り
組
み
、
三
名
の

組
合
員
を
国
労
に
迎
え
入
れ
ま
し
た
。
こ
の
組
織
強

化
・
拡
大
運
動
で
私
た
ち
は
大
き
な
成
果
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
家
族
の
皆
様
に
は
奇
異
に

感
じ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
二
名
の
仲
間
が
東
労

組
を
脱
退
し
て
国
労
に
加
入
し
て
も
、
東
労
組
か
ら

の
追
及
行
動
や
暴
力
行
為
を
許
さ
な
か
っ
た
こ
と
で

す
。
今
年
度
も
重
要
な
闘
い
の
柱
に
組
織
強
化
・
拡

大
運
動
を
据
え
、
全
組
合
員
が
自
信
と
確
信
を
持
っ

て
、
こ
の
闘
い
を
継
続
発
展
さ
せ
る
、
そ
の
先
頭
に

地
方
本
部
が
立
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

小
泉
第
二
次
改
造

内
閣
は
、
郵
政
民
営

化
や
三
位
一
体
の
改

革
を
掲
げ
、
年
金
・

医
療
な
ど
の
社
会
保

障
の
改
悪
や
政
府
税

制
調
査
会
の
定
率
減

税
廃
止
案
な
ど
国
民

に
犠
牲
を
強
い
る
一
方
、
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
兵
を

一
年
延
長
す
る
な
ど
、
ブ
ッ
シ
ュ
追
随
の
戦
争
の
で

き
る
国
家
造
り
に
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
日

本
経
団
連
が
求
め
て
い
た
武
器
輸
出
三
原
則
の
緩
和

の
決
定
や
、
自
民
党
の
憲
法
改
正
草
案
大
綱
素
案
公

表
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
衛
隊
幹
部
が
憲
法
改
正
案
を

作
成
し
て
い
た
こ
と
な
ど
、
文
民
統
制
を
逸
脱
す
る

事
態
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
教
育
基
本
法
改
悪
に
よ
る
個
人
の
尊
厳
否

定
や
国
家
の
支
配
強
化
、
更
に
は
、
日
の
丸
・
君
が

代
の
強
制
や
処
分
の
攻
撃
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
戦

争
の
で
き
る
国
づ
く
り
や
、
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
、

そ
し
て
国
民
的
な
課
題
の
年
金
・
医
療
・
税
制
な
ど

の
改
悪
を
許
さ
な
い
闘
い
と
結
合
し
て
、
そ
の
先
頭

に
な
っ
て
奮
闘
す
る
こ
と
を
表
明
し
年
頭
の
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

組
合
員
・
家
族
の
皆
さ
ん
新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
地
方
本
部
執
行
委
員
会
を
代

表
し
、
年
頭
の
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
異
常
気
象
に
よ
る
高
温
や
台
風
の
相
次

ぐ
襲
来
、
そ
し
て
一
〇
月
二
三
日
に
発
生
し
た
新
潟

県
中
越
地
震
な
ど
自
然
界
の
脅
威
に
驚
嘆
さ
せ
ら
れ

た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

厳
冬
の
中
で
、
懸
命
に
復
旧
作
業
を
続
け
て
お
ら

れ
る
被
災
者
の
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

私
た
ち
は
、
昨
年
八
月
に
第
七
二
回
定
期
全
国
大

会
を
開
催
し
、
本
部
が
取
り
組
ん
で
き
た
笹
森
連
合

会
長
、
鉄
道
運
輸
機
構
、
さ
ら
に
は
藤
井
民
主
党
前

幹
事
長
へ
の
要
請
な
ど
の
到
達
点
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
こ
の
流
れ
を
確
固
た
る
も
の
と
し
て
政
治
解

決
を
迫
る
闘
い
に
全
力
を

あ
げ
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
ま
た
、
闘
争
団
全

国
連
絡
会
議
が
ア
ン
ケ
ー

ト
を
基
に
ま
と
め
た
、

「
①
Ｊ
Ｒ
各
社
の
採
用
を

含
む
本
人
希
望
に
基
づ
く

全
員
の
雇
用
確
保
、
②
Ｊ

Ｒ
各
社
に
採
用
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
得
た
賃
金
相
当

額
の
支
払
い
、
③
Ｊ
Ｒ
各
社
に
採
用
さ
れ
て
い
た
な

ら
ば
継
続
さ
れ
て
い
た
厚
生
年
金
の
回
復
、
④
不
当

労
働
行
為
に
伴
う
不
利
益
是
正
を
求
め
る
争
議
費
用

及
び
慰
謝
料
の
支
払
い
」
を
国
労
基
本
要
求
と
し
て

確
認
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
組
織
の
総
力
を
結
集

し
て
闘
う
こ
と
も
確
認
し
ま
し
た
。
九
月
か
ら
世
論

喚
起
の
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
行
動
を

取
り
組
み
、
政
治
の
責
任
で
解
決
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
と
し
た
、「
一
一
・
二
六
Ｊ
Ｒ
不
採

用
事
件
！
今
こ
そ
解
決
を
！
」
中
央
集
会
は
、
世
論

を
喚
起
し
、
二
六
〇
〇
名
の
結
集
に
よ
り
成
功
裏
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
た
集
会

数
は
三
二
八
箇
所
、
三
万
名
の
参
加
、
要
請
箇
所
・

団
体
数
は
二
千
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
解

決
を
求
め
る
国
土
交
通
省
宛
の
決
議
数
は
六
四
〇

本
、
地
方
自
治
体
の
決
議
は
、
六
四
六
自
治
体
、
九

一
〇
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
行
動
で
寄
せ
ら
れ
た

支
援
・
連
帯
・
世
論
を
さ
ら
に
強
化
し
、
一
日
も
早

い
解
決
の
実
現
に
奮
闘
す
る
決
意
で
す
。
組
合
員
・

家
族
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

本
年
は
、
労
務
政
策
転
換
と
組
織
強
化
・
拡
大
の

取
り
組
み
が
極
め
て
重
要
な
年
に
な
る
と
認
識
を
し

て
い
ま
す
。
多
数
派
組
合
を
自
認
す
る
Ｊ
Ｒ
東
労
組

は
、
一
昨
年
の
浦
和
電
車
区
強
要
事
件
に
よ
る
革
マ

ル
派
幹
部
を
含
む
役
員
・
活
動
家
な
ど
七
名
の
逮
捕

や
、
反
松
崎
派
と
言
わ
れ
る
本
部
役
員
八
名
の
辞
任

劇
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新
潟
・
長
野
地
本
に
お
け
る
役

員
の
専
従
解
除
と
取
り
消
し
な
ど
対
立
は
ま
す
ま
す

激
化
し
、
職
場
組
合
員
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
状
況

に
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
昨
年
度
の
国
労
東
京
の
闘
い
は
、
今
後
の

運
動
に
大
き
な
展
望
を
切
り
開
く
端
緒
と
息
吹
を
作

り
出
し
た
一
年
で
し
た
。
一
月
に
は
新
橋
駅
昇
進
差

別
事
件
と
指
導
車
掌
事
件
で
、
東
京
都
労
働
委
員
会

か
ら
勝
利
命
令
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
ま
た
、
二
月

に
は
横
浜
人
活
事
件
の
解
決
を
勝
ち
取
り
、
定
年
退

職
者
を
除
く
三
名
の
仲
間
は
、
三
月
か
ら
鉄
道
運
輸

機
構
で
働
い
て
い
ま
す
。
九
月
に
は
、
配
属
・
配
転

事
件
に
つ
い
て
東
日
本
内
一
二
事
件
の
一
括
和
解
を

図
り
、
ベ
ン
デ
ン
グ
事
業
所
の
縮
小
・
廃
止
が
提
案

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
九
月
二
七
日
に
は
、
鶴

見
駅
の
解
雇
・
不
当
配
転
事
件
に
お
い
て
、
懲
戒
解

雇
処
分
取
り
消
し
、
現
職
復
帰
を
、
ま
た
、
二
名
の

配
転
者
に
対
し
て
も
現
職
相
当
職
復
帰
の
緊
急
命
令

を
含
む
判
決
を
東
京
地
裁
で
勝
ち
取
り
、
一
〇
月
一
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２月２４日横浜人活弾圧事件が全面解決（清水敏正【左端】・藍和夫【右端】・岡本明

男【左から３人目】の３氏が３月１日から鉄道運輸機構の職員となる。金井四郎【左から

２人目】・遊佐修造【右から３人目】の２氏は復職後に定年退職）

１月２８日東京都労委から、①指導車掌差別（指導車掌の指定に国労を差別してはいけ

ない）、②新橋駅昇進差別（国労の受験者で、一次試験が既合格者より点数が高い者は合

格）二つの救済命令が出され、その後の報告集会

７月１日甲府支部・甲府駅の新開さん【写真前列中央】の国労復帰歓迎集会 ５月１５日上野支部・尾久駅の池田さんが国労に復帰し、明るく職場で働く

９月２７日鶴見駅不当労働行為事件の東京地裁判決が出る。（懲戒解雇を受けた内藤光雄さん

【写真左端】と強制配転された保泉良二さん【写真中央】・島田悦夫さん【写真右端】の３氏が１

０月から鶴見駅で就業を始めた）


